
府

令

省

令

別
表
岩
手
県
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

岩
手
県

宮
古
市
宮
町
一
の
三
の
二
九

盛
岡
地
方
検
察
庁
宮
古
支
部

宮
古
市
宮
町
一
の
三
の
二
九

宮
古
区
検
察
庁

宮
古
市
緑
ヶ
丘
五
の
二
九

宮
古
労
働
基
準
監
督
署

宮
古
市
太
田
一
の
七
の
一
二

宮
古
社
会
保
険
事
務
所

宮
古
市
佐
原
三
の
二
一
の
四

東
北
地
方
整
備
局
三
陸
国
道
事
務
所
宮
古
維
持
出
張
所

`
石
市
小
佐
野
町
三
の
八
の
二
四

`
石
税
務
署

附

則

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
一
年
十
月
三
十
日
か
ら
施
行
す
る
。

平成™˜年˜—月š—日 金曜日 第œ˜Ÿœ号官 報
３

前
二
項
に
規
定
す
る
「
財
務
及
び
営
業
又
は
事
業
の

方
針
の
決
定
を
支
配
し
て
い
る
場
合
」
と
は
、
次
に
掲

げ
る
場
合
を
い
う
。

一

一
の
者
又
は
そ
の
一
若
し
く
は
二
以
上
の
子
法
人

が
社
員
総
会
そ
の
他
の
団
体
の
財
務
及
び
営
業
又
は

事
業
の
方
針
を
決
定
す
る
機
関
に
お
け
る
議
決
権
の

過
半
数
を
有
す
る
場
合

二

第
一
項
に
規
定
す
る
当
該
他
の
法
人
又
は
前
項
に

規
定
す
る
当
該
法
人
が
一
般
財
団
法
人
で
あ
る
場
合

に
あ
っ
て
は
、
評
議
員
の
総
数
に
対
す
る
次
に
掲
げ

る
者
の
数
の
割
合
が
百
分
の
五
十
を
超
え
る
場
合

イ

一
の
法
人
又
は
そ
の
一
若
し
く
は
二
以
上
の
子

法
人
の
役
員
（
理
事
、
監
事
、
取
締
役
、
会
計
参

与
、
監
査
役
、
執
行
役
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る

者
を
い
う
。）又
は
評
議
員

ロ

一
の
法
人
又
は
そ
の
一
若
し
く
は
二
以
上
の
子

法
人
の
使
用
人

ハ

当
該
評
議
員
に
就
任
し
た
日
前
五
年
以
内
に
イ

又
は
ロ
に
掲
げ
る
者
で
あ
っ
た
者

ニ

一
の
者
又
は
そ
の
一
若
し
く
は
二
以
上
の
子
法

人
に
よ
っ
て
選
任
さ
れ
た
者

ホ

当
該
評
議
員
に
就
任
し
た
日
前
五
年
以
内
に
一

の
者
又
は
そ
の
一
若
し
く
は
二
以
上
の
子
法
人
に

よ
っ
て
当
該
法
人
の
評
議
員
に
選
任
さ
れ
た
こ
と

が
あ
る
者

附

則

こ
の
府
令
は
、
平
成
二
十
一
年
十
一
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。

別
表
名
古
屋
法
務
局
の
部
一
宮
支
局
の
款
同
支
局
の

項
中
「
一
宮
市

稲
沢
市
」
を
「
一
宮
市

犬
山
市

稲
沢
市

丹
羽
郡
」
に
改
め
、
同
款
犬
山

出
張
所
の
項
を
削
り
、
同
部
春
日
井
支
局
の
款
同
支
局

の
項
中
「
春
日
井
市

小
牧
市

」
を
「
瀬
戸
市

春
日
井
市

小
牧
市

尾
張
旭
市
」
に
改
め
、
同

款
瀬
戸
出
張
所
の
項
を
削
る
。

別
表
大
阪
法
務
局
の
部
東
大
阪
支
局
の
款
同
支
局
の

項
管
轄
区
域
欄
中
「
東
大
阪
市
」
を
「
八
尾
市

柏
原
市

東
大
阪
市
」
に

改
め
、
同
款
八
尾
出
張
所
の
項
を
削
る
。

〇
内
閣
府
令
第
六
十
四
号

公
益
社
団
法
人
及
び
公
益
財
団
法
人
の
認
定
等
に
関
す

る
法
律
施
行
令
（
平
成
十
九
年
政
令
第
二
百
七
十
六
号
）

第
一
条
第
七
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
益
社
団
法
人
及
び

公
益
財
団
法
人
の
認
定
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一

部
を
改
正
す
る
内
閣
府
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
一
年
十
月
三
十
日

内
閣
総
理
大
臣

鳩
山
由
紀
夫

公
益
社
団
法
人
及
び
公
益
財
団
法
人
の
認
定
等
に

関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
内
閣

府
令

公
益
社
団
法
人
及
び
公
益
財
団
法
人
の
認
定
等
に
関
す

る
法
律
施
行
規
則（
平
成
十
九
年
内
閣
府
令
第
六
十
八
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
一
項
中
「
そ
の
社
員
総
会
そ
の
他
の
団
体
の

財
務
及
び
事
業
又
は
営
業
の
方
針
を
決
定
す
る
機
関
（
以

下
こ
の
条
に
お
い
て
「
社
員
総
会
等
」
と
い
う
。）に
お
け

る
議
決
権
の
過
半
数
を
有
す
る
法
人
（
以
下
こ
の
項
に
お

い
て
「
子
法
人
」
と
い
う
。）」
を
「
他
の
法
人
の
財
務
及

び
営
業
又
は
事
業
の
方
針
の
決
定
を
支
配
し
て
い
る
場
合

に
お
け
る
当
該
他
の
法
人
（
以
下
「
子
法
人
」と
い
う
。）」

に
改
め
、
同
項
後
段
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
当
該
法

人
の
社
員
総
会
等
に
お
け
る
議
決
権
の
過
半
数
を
有
す
る

者
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
親
法
人
等
」
と
い
う
。）」

を
「
一
の
者
が
当
該
法
人
の
財
務
及
び
営
業
又
は
事
業
の

方
針
の
決
定
を
支
配
し
て
い
る
場
合
に
お
け
る
当
該
一
の

者
」
に
改
め
、
同
項
後
段
を
削
り
、
同
条
に
次
の
一
項
を

加
え
る
。

〇
内
閣
府
令
第
六
十
五
号

金
融
商
品
取
引
法（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
十
五
号
）

第
百
六
十
二
条
の
二
の
規
定
に
基
づ
き
、
有
価
証
券
の
取

引
等
の
規
制
に
関
す
る
内
閣
府
令
の
特
例
に
関
す
る
内
閣

府
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
一
年
十
月
三
十
日

内
閣
総
理
大
臣

鳩
山
由
紀
夫

有
価
証
券
の
取
引
等
の
規
制
に
関
す
る
内
閣
府
令

の
特
例
に
関
す
る
内
閣
府
令

（
定
義
）

第
一
条

こ
の
府
令
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
は
、
有
価

証
券
の
取
引
等
の
規
制
に
関
す
る
内
閣
府
令
（
平
成
十

九
年
内
閣
府
令
第
五
十
九
号
。
以
下
「
有
価
証
券
取
引

等
規
制
府
令
」
と
い
う
。）に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
の

例
に
よ
る
。

（
発
行
会
社
に
よ
る
上
場
等
株
券
の
買
付
け
等
の
特

例
）

第
二
条

発
行
会
社
が
取
引
所
金
融
商
品
市
場
に
お
い
て

上
場
等
株
券
の
買
付
け
等
を
行
う
場
合
に
は
、
有
価
証

券
取
引
等
規
制
府
令
第
十
七
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い

て
は
、
同
条
中
「
次
に
掲
げ
る
要
件
」と
あ
る
の
は「
次

に
掲
げ
る
要
件
（
第
二
号
に
掲
げ
る
要
件
を
除
く
。）」

と
、
同
条
第
四
号
イ
中
「
百
分
の
二
十
五
」
と
あ
る
の

は
「
百
分
の
百
」
と
す
る
。

（
発
行
会
社
以
外
の
者
に
よ
る
上
場
等
株
券
の
買
付
け

の
委
託
等
の
特
例
）

第
三
条

有
価
証
券
取
引
等
規
制
府
令
第
十
六
条
第
二
号

か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
上
場
等
株
券
の
買
付
け
若

し
く
は
そ
の
委
託
等
又
は
こ
れ
ら
の
指
図
を
行
う
者
が

当
該
買
付
け
若
し
く
は
そ
の
委
託
等
又
は
こ
れ
ら
の
指

図
を
行
う
場
合
に
は
、
有
価
証
券
取
引
等
規
制
府
令
第

二
十
一
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
中
「
第

十
七
条
各
号
」
と
あ
る
の
は
、「
有
価
証
券
の
取
引
等
の

規
制
に
関
す
る
内
閣
府
令
の
特
例
に
関
す
る
内
閣
府
令

〇
総
務
省
令
第
百
四
号

国
家
公
務
員
の
寒
冷
地
手
当
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
号
）第
一
条
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
、

寒
冷
地
手
当
支
給
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
一
年
十
月
三
十
日

総
務
大
臣

原
口

一
博

寒
冷
地
手
当
支
給
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

寒
冷
地
手
当
支
給
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
総
理
府
令
第
三
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

〇
法
務
省
令
第
四
十
二
号

法
務
省
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
九
十
三
号
）
第

十
九
条
第
二
項
及
び
第
二
十
条
第
二
項
、
不
動
産
登
記
法

（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
七
条
（
他
の
法

令
の
規
定
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
商
業
登

記
法
（
昭
和
三
十
八
年
法
律
第
百
二
十
五
号
）第
二
条（
他

の
法
令
の
規
定
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）並
び

に
船
舶
登
記
令
（
平
成
十
七
年
政
令
第
十
一
号
）
第
四
条

第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
法
務
局
及
び
地
方
法
務
局
の

支
局
及
び
出
張
所
設
置
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
一
年
十
月
三
十
日法

務
大
臣

千
葉

景
子

法
務
局
及
び
地
方
法
務
局
の
支
局
及
び
出
張
所
設

置
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

第
一
条

法
務
局
及
び
地
方
法
務
局
の
支
局
及
び
出
張
所

設
置
規
則
（
平
成
十
三
年
法
務
省
令
第
十
二
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
水
戸
地
方
法
務
局
の
部
同
地
方
法
務
局
の
款
同

地
方
法
務
局
の
項
中
「
水
戸
市

那
珂
市

東
茨
城
郡
の
内

茨
城
町

城
里
町
」
を
「
水
戸
笠
間
ひ
た
那
珂
東
茨

市市ち
な
か
市

市城
郡

」
に
改
め
、
同
款
笠
間
出
張
所
及
び
ひ
た
ち

な
か
出
張
所
の
項
を
削
る
。

（
平
成
二
十
一
年
内
閣
府
令
第
六
十
五
号
）
第
二
条
の

規
定
に
よ
る
読
替
え
後
の
第
十
七
条
各
号
（
第
二
号
を

除
く
。）」
と
す
る
。

附

則

１

こ
の
府
令
は
、
平
成
二
十
一
年
十
一
月
一
日
か
ら
施

行
す
る
。

２

こ
の
府
令
は
、平
成
二
十
二
年
一
月
三
十
一
日
限
り
、

そ
の
効
力
を
失
う
。
た
だ
し
、
そ
の
時
ま
で
に
し
た
行

為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、こ
の
府
令
は
、

そ
の
時
以
後
も
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

３

こ
の
府
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の

適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
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